
平成30年10月号芙蓉会社内報

芙蓉会

やすらぎ
医療法人社団 芙蓉会
ふよう病院
千葉芙蓉病院
きゃらの樹ケアセンター

「老人は国の宝」
　　　医療法人社団　芙蓉会（事業所一覧）

・ふよう病院
・芙蓉ミオ・ファミリア町田
・グループホームあおぞら
・デイサービスふれあいルーム

・千葉芙蓉病院
・きゃらの樹ケアセンター
・千葉芙蓉ハーモニー
・千葉芙蓉ステーション

理事長挨拶

医療法人社団　芙蓉会　理事長　四ケ所　大

　10 月初旬に大阪で開催するシンポジウムへ、
数年前に参加していた経営塾の方からの依頼が
あり講師役として出席してきました。題目は「一
気通関化する医・薬・看・介護業界のニーズを
満たすソリューション提案とは？」でした。ト
ークセッションでは、雇用環境、生産性向上に
向けた IT 化、地域包括ケアシステム、自立支援
の取組等々、多岐にわたっての内容について、
コメントをさせていただきました。他業種の方々
との交流は、都度、大きな刺激を受けるもので
すが、今回は、コメントする側としての役割も
あり、新鮮さと共に伝える側の難しさを改めて
経験し、充実した時間を過ごして参りました。
　参加する前の準備過程で、当法人の在宅事業
所の役職者にも手伝ってもらい、「現場が望む IT
化」として要望を聞いてみました。

・ベッドに寝たきり状態で使用できるトイレ
・階段昇降時に車椅子を運ぶキャタピラロボット
・デイサービス送迎コース自動作成アプリ
　等々。

　シンポジウムの場で、現場が望む効率良く業
務が遂行できる提案として発言したところ、既
に販売されている商品もあるとのことで、協力
してくれたスタッフに良い土産ができました。

後日、東京ビッグサイトで開催された「国際福
祉機器展」にスタッフと共に参加し、「車椅子を
運ぶキャタピラロボット」を実際に体験しまし
た。他の方の昇降時の様子を見ている際には、
車椅子の揺れが多少見受けられましたが、自分
で体験した際には揺れをあまり感じず、予想以
上の完成度でした。12 月に予定しているデイサ
ービス家族懇談会に、業者様をお呼びし、ご家
族に体験していただく予定です。
このような活動を重要視するのは、今後の雇用
環境に関する危惧からです。ご存知の通り、我
が国における少子高齢化の影響は、甚大であり
ます。医療介護業界においては、業務効率化の
柱となりうる、IT 化への期待は高まっておりま
す。「現場が望む IT 化」を実現させるべく、積
極的な導入をしていく所存です。



ふよう病院ふよう便り

内容
　個人情報保護法のポイントを解説。
　医療・介護関係事業者が取り扱う個人情報は、
「要配慮個人情報」と位置付けされ、特にその扱
いを注意するよう、厚労省から出されている「医
療・介護関係事業者における個人情報の適切な
取扱いをするためのガイダンス」に記載され、
その「Q＆A 集」をはじめ、「医療情報システムの
安全管理」についても、細かい内容の規定が設
けられています。
　個人情報の適切な取り扱いについては、経営
層だけではなく、末端までの職員一人ひとりが
遵守すべき事柄なので、全員が法人で定めてい
る規定を理解し、個人情報の取扱い方や必要な
情報にアクセスする制限等のルールを守り、情

報の漏洩に十分注意しなければなりません。
　また、法令遵守をするためには、職員同士が
相談し合える職場環境であることも大切です。
リスクマネジメントの視点を持ち、日々の業務
の中で意識して取組みましょう。

院内職員研修会報告「個人情報保護研修」
30年 9月開催　発表者　㈱川原経営総合センター 経営コンサルティング部門課長 新井様

内容
　インフルエンザ予防の基本と、施設内感染防
止対策について説明。
　効果的な感染対策を進めるためには、
　①流行前にワクチンを接種すること
　②流行したら気をつけること
を正しく理解しておくことが重要です。特に「正
しい手指衛生」と「マスクの装着」が大切で、
きちんと励行することが罹患率を下げることに
繋がります。
　また、院内で発生した場合のまん延防止につ
いては、対応患者への医療提供の在り方や隔離
期間、面会者への対応等をふまえた「法人の施

設内感染防止対策」を策定しておくことが重要
です。

院内職員研修会報告「感染・第２回　インフルエンザについて」
30年 10月開催　発表者　丸石製薬㈱　森部様



ふよう病院ふよう便り

　毎年恒例のふよう病院敬老祭りを９月17日（祝
日）に開催しました。今年は混雑緩和のため、
プログラムを午前中は入院患者様向けに、午後
は一般の方向けに変更しました。
　新たな催しとして、町田市立南中学校のご協
力のもと、合唱部に清らかな歌声を、和太鼓部
からエネルギッシュな演奏を披露していただき
ました。中には感動されて涙を浮かべる患者様
もいらっしゃり、また中学の先生にも良い発表
の場になったとのお言葉をいただき、良い地域
交流ができました。
　他のイベントでは、毎年恒例の各種模擬店、
キーボード生演奏や大道芸人さんによるバルー
ンアート、鉄道模型の展示、骨の健康チェック
などが出揃い、２年ぶりにＮＰＯ法人「日本ア
ニマルセラピー協会」からセラピー犬も８頭来
てくれ、幅広い年齢の方々で大変盛り上がりま
した。
　午後の講演会では、ふよう病院の渡邊医師よ
り「ふよう病院の診療の実際」についてお話し

ました。来場された方のアンケートには「経管
栄養や点滴の良い点、悪い点についての細かい
ご説明がとても勉強になりました」「健康寿命と
平均寿命の差を短くすることが大事だというこ
とが印象に残りました」等、多数のお声をいた
だきました。
　講演会終了後は、施設見学を御希望される方
を施設見学にご案内。終日開催していた相談コ
ーナーにも、多くの方がご相談にお越しくださ
いました。
　毎年ご来場いただく方のアンケートに、「普段
はなかなか入る機会がないので参加できて良か
った」という声があります。敬老祭りのような
催しを利用されてお越しくださり大変嬉しいの
ですが、地域包括ケアシステムの中で、普段か
らもっとふよう病院を身近に感じてもらい、そ
して頼っていただける存在になりたいと同時に
思いました。
　ご来場いただいた皆様、誠にありがとうござ
いました。

ふよう病院　イベント報告
敬老祭



千葉芙蓉病院千葉芙蓉だより

内容
　虐待のニュースが頻繁に取り上げられるよう
になり、施設等での事件も耳に入ってきます。
私たち医療者・介護サービス提供者が虐待を防
ぐ手立てを学ぶことで、よりよいサービスを提
供できるよう考えます。
感想
　施設・病院においては、職員の意識向上をは
かる事が重要です。さまざまな利用者様に接し
ていると、時にはストレスを抱えることもあり
ます。それに対し、自分自身の感情コントロー
ルを行うことが求められます。だからこそ、自
分自身を知る事、利用者・患者・家族、職員間
のコミュニケーションを充実させること、チー
ムでケアするという意識を高めることが大切で

す。『プロとしての自覚を持つことが重要』だと
思いました。

院内職員研修会報告「高齢者虐待防止」
発表者　川原経営　新井結花



千葉芙蓉病院　イベント報告

千葉芙蓉病院千葉芙蓉だより

敬老会

　9 月 17 日、院内にて恒例の敬老会を開催しま
した。白寿・米寿の患者様には記念品を用意し、
皆様の前で贈呈式を行いました。患者の皆様は、
リハビリ室に集まりボランティアの方たちの歌
と手品を楽しまれました。
　終了後はご家族の方たち向けに、治療食の試

食会と家族懇談会が催されました。「これからの
高齢者医療・介護について」事務長からお話し
ました。
　ご来場いただいた皆様、誠にありがとうござ
いました。

君津市福祉避難所に指定　千葉芙蓉病院・きゃらの樹ケアセンター

　災害時に一般の避難所での生活において特別
の配慮を要する者 ( 要配慮者 ) 及び要配慮者を
介護する者を受け入れる福祉避難所の設置運営
について君津市と協定を結びました。上総・清
和地区では福祉避難所は 1 つもなく、君津市か
らたっての依頼を受け、唯一、当法人が指定さ
れました。　今後も医療・保健の分野で芙蓉会
が地域に貢献できるよう努力してまいります。

永年勤続表彰及び表彰制度表彰式

　9 月 26 日ハミルトンホテル上総にて行われま
した。30 年表彰 2 名を筆頭に 23 名の永年勤続表
彰と表彰制度の表彰 11 名が賞状と金一封を受け

取りました。その後のパーティーでは、くじ引
き抽選会などが行われ楽しい時間を過ごしまし
た。



きゃらの樹ケアセンター　イベント報告

　9 月 17 日　4 階フロアにて敬老会が行われま
した。施設長より利用者様へお祝い品の贈呈を
されました。続きまして、毎年ご協力いただい
ております≪どんぐり劇団≫による約 1 時間の
演目披露へ進みました。色々な演目がある中、
歌を口ずさんだり、体でリズムを刻んだり、踊

りあり、対話あり、笑いあり、涙ありの充実し
た時間をご家族様と一緒に過ごしていただくこ
とができました。ご家族様より『今日は楽しん
でいる姿を見ることができ、私達もとても幸せ
な気持ちになりました。』『敬老会とてもよかっ
たです』などお言葉をいただきました。

敬老会

　敬老会に引き続き、介護教室に於いて家族会
(34 名様参加 ) が開催されました。師長よる司会
進行。副施設長の挨拶。施設行事のスライド
ショーをご覧いただきました。続いて食事サー
ビス部より、ご家族様にもお祝い膳の数品をご
試食していただきました。最後に事務次長より
“介護老人保健施設の現状と今後について”の話
をさせていただき、質疑応答を受けまして終了

となりました。またアンケート記入のお願いを
しまして、『色んな行事を催してくださり、家族
の代わりになっていただいているようで嬉しい
です』など、数多くのご意見・ご要望いただく
ことが出来ました。皆様のお声を今後の施設運
営の参考にし、より良い施設を目指して参りた
いと思います。

家族会

きゃらの樹ケアセンターきゃらの樹だより


